
～ 令和7年2月21日

（対象者数） 22人 （回答者数） 20人

～ 令和7年3月7日

（対象者数） 4人 （回答者数） 4人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

日頃から子供の様子や得意なこと、苦手なことなどス

タッフ間で共有しているが、小さな変化でも共有できる

ようにスタッフミーティングをこまめに行う。

勉強会・研修会への参加を行い、自己啓発に努める。

2

保護者や保育園・幼稚園の先生へ分かりやすく、療育内

容や子供の状況を伝えるスキルの向上を全スタッフが心

掛ける。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
より手順を分かりやすくしたフローチャートの整備や、

訓練が必要だと考える。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事故対応、災害対応の緊急時の対応マニュアルは整って

おり、訓練も行っているが、実際の緊急事態が起こった

際によりスムーズに対応できるよう、全スタッフに周知

と訓練を行っていくことが必要だと考える。

マニュアルは情報量が多く、実際にスムーズではない可

能性がある。

＜専門的な療育プログラム＞

・経験豊富なスタッフ・言語聴覚士が在籍しているので

多様な療育が提供できる。

小さな成長を大切にし、自信を持てるようにサポートす

ることで「また行きたい」と思える場所に。笑顔でのび

のびと成長できるように支援する。

＜家庭・地域の連携が充実＞

・保護者との定期的な面談を実施。

・保育園・幼稚園・学校との連携が取れている。

事業所での様子など、連絡帳や電話等でこまめにお伝え

する。事業所での様子を見学に来てもらう。

令和7年2月25日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3月17日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 　多機能事業所　SIRUSI都城

○保護者評価実施期間 令和7年2月3日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


